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１．ご挨拶 

 創業は大正 12 年と非常に古いのですが、私達の気持ちはベンチャー企

業です。4 代目佐野が代表になってから、物流におけるパッケージのソリ

ューションをはじめました。これまでの常識では実現不可能と思われるパ

ッケージや緩衝材にも果敢に挑戦しております。誰も思いつかないような

素晴らしいアイディアやデザインに、お客様が出逢い、感動して喜んで頂

けること。それが私達の慶びです。 

私達はこれからも、変化し続ける物流に適応し、果敢に挑戦するパッケ

ージのソリューション企業であり続けます。 

 

２．会社概要 

■商  号  梅花堂紙業株式会社 

■代表者  代表取締役 佐野 博政 

■所在地  〒462-0831 

名古屋市北区城東町 3-73 

TEL 052-915-0130 

FAX 052-915-0134 

■事業内容 梱包材・緩衝材の企画・設計・製造・販売、 

      梱包材・緩衝材のネット販売 

■資本金  1 億円 

■従業員数 29 名 

 

【製品紹介】 
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３．環境経営方針 

■環境理念■ 

 弊社は、ますます深刻化する地球温暖化や、今後予想される地下資源の枯

渇への対応が人類共通の重要課題との認識にたち、パッケージの製造・販売

事業活動において、材料使用量を削減した設計提案や、梱包作業時における

アッセンブルの効率化を考慮した企画を行ないます。また、環境負荷の低減

を図るために、全社一丸となって自主的・積極的に、環境保全活動に取り組

みます。 

 

 

■環境保全への行動指針■ 

1. 事業活動の全ての業務において、省エネルギー・省資源・廃棄物削減・

リサイクルに努めます。 

2. 環境に負担の少ない省エネルギーに配慮した設計に努め、横持ち運搬を

含む、配送効率を改善し続けることで、二酸化炭素排出量削減に努めま

す。 

3. 環境目標を設定し、その達成に努め、環境負荷の継続的低減に努めます。 

4. 「持続可能な開発目標」に向けた SDGs の取り組みに努めます。 

5. 環境に関する法令や条例、規則及び地元との協定を遵守します。 

6. 環境方針を全社員に周知徹底し、一丸となって環境保全を目指し、外部

に対しても求めに応じて開示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 0 2 ４ 年  6 月２０日 

梅花堂紙業株式会社 

代表取締役 佐野 博政 
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４．環境への取組 

■環境活動実施体制■ 

 下記の通り環境管理委員会を組織し、当社の「全社員」「全活動」を対象

として、環境負荷データの共有及び、環境負荷低減活動の計画・立案・実

施・結果の検証を行なう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【環境管理推進責任者】 

工場長 

佐藤 嘉信 

【環境推進委員】 

配送課長 

野村 純 

【品質・環境保証責任者】 

外部顧問 

林 勲 

【環境推進委員】 

営業課長 

佐々木 勲 

【環境推進員】 

通販営業課長代理 

鈴木 浩司 

【代表者・環境管理責任者】

代表取締役 

佐野 博政 
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５．環境経営目標 

■2022 年度・23 年度・24 年度の具体的目標と行動■ 

【目標１】電力の削減活動 

   ※売上原単位による 

【目標２】自動車燃料の削減活動 

   ※売上原単位による 

【目標３】水道水の削減活動 

 ※売上原単位による 

【目標４】グリーン購入に関する活動 

2016 年度以降は、これまでの調査を活かしグリーン購入を各現場で 10 件以上実施します。 

【目標５】設計における材料削減活動 

【目標６】梱包作業改善活動 

 

 

 

 

 

【目標７】エコアクション２１の啓発活動 

 

 

 

【目標 8】廃棄物の削減・リユース活動 
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６．環境活動の取組内容 

【2022 年度】 

■計画・目標に対する具体的取組内容■ 
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７．環境経営活動の取組結果 

■具体的活動に伴う取組結果■ 

【電力使用量＋自動車燃料使用量による CO2 排出量】 

「グラフ①」 

 

*中部電力実排出係数２０１３を使用（換算係数 0.518 ㎏-CO2/kwh） 

※電力使用量 「補足資料」 
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※自動車燃料使用量 「補足資料」 

 

 

【考察】 「補足資料」 

目標値設定を具体的におこなう際、今期は対前年比で、売上が伸長著しく、電気使用量・

自動車燃料使用量、共に昨年使用量を大幅に越えてしまう。 

よって、前年度とは単純に比較できないため、電気使用量・自動車燃料使用量共に売上伸

長率を加味したうえで、削減目標に反映させ、目標値を「グラフ①目標値」と設定した。 
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８．環境経営活動の取組評価 

 

※中部電力実排出係数２０１３を使用（換算係数 0.518 ㎏-CO2/kwh） 
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９．代表者による全体評価と見直しの結果 

 SDGs の認知はますます拡大し、日本国内でも中小企業を含めた多様な企業が具体的な取り

組みを進める機運が高まっています。しかし、実際に持続可能な目標を意識した活動を全社的

に実現している企業は、まだ一部に留まる現状です。 

 

こうした状況の中、弊社では「エコアクション 21」にいち早く取り組んでまいりました。こ

の活動を通じ、具体的な改善だけでなく、次なる目標を自ら設定し、社員一人ひとりがその目

標に向かい意識を持って行動する風土が着実に醸成されてきたことを実感しております。 

 

特に、コスト意識を高めるために「管理会計」を導入し、光熱費や在庫管理、お客様へのサン

プル提出に至るまで費用を計上する仕組みを構築しました。この取り組みは、在庫置き場や材

料調達の見直し、リードタイムの改善など、ヴァリューチェーン全体の最適化を推進し、協力

会社様とも連携した改善活動へと広がりました。 

 

一方で、2024 年には円安進行やインフレの長期化、エネルギー価格の高騰、さらには地政学

的リスクによるサプライチェーンの混乱など、経営環境の不確実性がさらに増した年でもあり

ました。このような環境下において、弊社は社員一人ひとりのコスト意識をさらに高め、生産

性向上に努めてまいりました。 

 

また、新たな挑戦として、パッケージに限らず多様なモノづくりに取り組む中で、段ボールを

用いた家具の製造から始まり、本格的な木製家具製造への進出を果たしました。この挑戦は、

弊社にとってビジネスモデルの大きな転換点であり、キャッシュフローの多様化だけでなく、

ヴァリューチェーン全体の見直しを進めるきっかけとなっています。社員たちは、この変化を

成長の機会と捉え、真剣に向き合い、新たなスキルを身につける姿勢を示しています。このよ

うな社員の努力は、エコ＝コストの意識を高めることで「エコアクション 21」の取り組みに

も好循環をもたらしていると感じています。 

 

今後も、生産コストや販管費の削減、CO2 排出量の削減に向けた活動を推進しながら、より

良い結果を目指して社員一丸となって成長してまいります。 

 

【総括】 

・環境経営方針：SDGs 取組を追加する。 

・環境経営目標及び環境経営計画：COVID-19 の影響を鑑み適時見直す。 

・実施体制：特に変更なし 

2024 年 6 月 20 日 

代表取締役 佐野 博政 
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１０．環境関連法規への違反、訴訟等の有無 

「環境関連法規等の遵守状況」 

【環境関連法規への違反、訴訟等の有無】 

環境関連法規に対する遵守状況は、2017 年 5 月末時点での見直しにより、フロン排出抑

制法に適合させられましたが、現在も全て適合しております。 

 また、関係当局より、違反等の指摘は、過去 5 年間ありませんでした。 

 当社は、化学物質は使用しておりませんが、数年前まで「ボンド」にわずかながら「フタ

ル酸-ｎ-ブチル」が含まれておりました。しかし、ボンドメーカーによると、現在は含まれ

ておらず、PRTR 制度対象物質として使用量の把握をする必要がなくなりました。 

ですが、現場では使用時にマスク装着と換気を行う等細心の注意をしております。 

 更に、環境に関して、弊社がステークホルダーに与える影響に問題は無く、苦情・訴訟な

どもありませんでした。 

※2017 年 6 月以降は空調機器の簡易点検・定期点検の 

義務化を図り、改善され適合しております。 


